
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

市民の社会貢献に関する実態調査 

調査票 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

７～８分程で御回答いただける内容となっておりますので、御回答をよろしくお願いします。 

特に指定のない質問については回答時の状況で御記入下さい。 

本調査は、性及び年代ごとに、回答いただく人数を決めた上で、無作為抽出し依頼をしてお

ります。必ず、名宛人による回答をお願いいたします 

 



 

 

 

 

  



 

 

Ⅰ 属性  【全員の方にお聞きします】 

● あなたの性を選択してください。（✓は１つ） 

  □１．男性  □２．女性 

 

● あなたの婚姻状況を選択してください。（✓は１つ） 

  □１．独身  □２．既婚 

 

● あなたの職業は、次のうちどれに当たりますか。（✓は１つ） 

  □１．会社員 

  □２．自営業・家族従業者（農業・漁業を含む） 

  □３．医師・弁護士等の資格職 

  □４．公務員・団体職員（教職員を含む） 

  □５．派遣・契約社員、パートタイム従業者、アルバイト 

  □６．主婦・主夫 

  □７．学生 

  □８．無職（求職者、退職者を含む。主婦・主夫、学生を除く） 

  □９．その他 

 

● あなたの世帯全体の年間収入（税込み額）は、およそどのくらいですか。（✓は１つ） 

□１．300万円未満 

□２．300万円以上～500万円未満 

□３．500万円以上～600万円未満 

□４．600万円以上～800万円未満 

□５．800万円以上～1,000万円未満 

□６．1,000万円以上 

 

  



 

 

Ⅱ ボランティア活動について  

問１ 【全員の方にお聞きします】 

あなたは、平成 27 年（平成 27 年１月～12 月）の 1 年間にボランティア活動をしたこ

とがありますか。（✓は１つ） 

□１．あり  □２．なし 

↓      ↓ 

  問２へ       問４へ 

 

問２ 【問１で「１」の方にお聞きします】 

平成 27年にあなたは、どのような分野のボランティア活動に参加したことがありますか。

（✓はいくつでも可） 

□１．保健・医療・福祉 

□２．教育・研究 

□３．まちづくり・まちおこし  

□４．芸術・文化・スポーツ 

□５．自然・環境保全 

□６．災害救助支援 

□７．地域安全 

□８．人権・平和 

□９．国際協力・交流 

□10．子ども・青少年育成 

□11．その他 

 

問３ 【問１で「１」の方にお聞きします】 

平成27年にあなたがボランティア活動に参加した理由は何ですか。（✓はいくつでも可） 

   □１．自己啓発や自らの成長につながると考えるため 

  □２．社会の役に立ちたいと思ったから 

  □３．職場の取組の一環として 

  □４．知人や同僚等からの勧め 

  □５．自分や家族が関係している活動への支援 

□６．社会的に評価されるため 

  □７．自分が抱えている社会問題の解決に必要だから 

  □８．その他 

 

問４ 【全員の方にお聞きします】 

ボランティア活動への参加の妨げとなることはありますか。（✓はいくつでも可） 

□１．ボランティア活動に関する十分な情報がない 

□２．参加する際の経費（交通費等）の負担 

□３．参加しても実際に役に立っていると思えない 

□４．ボランティアを受け入れる団体等に不信感がある 

□５．参加するための手続きが分かりにくい 

□６．参加する時間がない 

□７．参加するための休暇が取りにくい 

□８．一緒に参加する人がいない 



 

 

□９．参加する際の保険が不十分 

□10．その他 

□11．特に妨げとなることはない 

Ⅲ 寄附について  

 

 

 

 

 

問５ 【全員の方にお聞きします】  

あなたは、平成 27 年（平成 27 年１月～12 月）の 1 年間に寄附をしたことがあります

か。（✓は１つ） 

 □１．寄附をしたことがある     ⇒ 問６へ 

 □２．寄附をしたことがない      ⇒ 問 13へ 

 

問６ 【問５で「１」の方にお聞きします】  

平成 27年に金銭により寄附をした金額及び回数を御記入ください。 

 寄附額については、あなた個人の金額と、世帯全体の金額をお答えください。 

 （年間）寄附金額 （年間）寄附回数 

あなた 円  回 

世帯全体 円   

 

問７ 【問５で「１」の方にお聞きします】  

平成 27年に寄附を行った方法は何ですか。（✓はいくつでも可） 

□１．街頭募金 

□２．直接手渡し 

□３．設置されている募金箱（「街頭募金」を除く） 

□４．銀行・コンビニ等での振込み・口座引落とし 

□５．給料からの天引き 

□６．クレジットカード等の利用（ポイント・電子マネーの利用含む） 

□７．寄附付商品の購入 

□８．現物寄附（品物の郵送 等） 

□９．その他 

  

 寄附とは 

この調査では、寄附をする人が、その金額や品物、寄附をするかしないか、自由

に決めることができるものをいいます。 



 

 

問８  【問５で「１」の方にお聞きします】  

    あなたが、平成 27年に寄附をした団体等はどこですか。（✓はいくつでも可） 

□１．町内会・自治会 

□２．NPO 法人 

□３．公益社団法人、公益財団法人（例. 青い羽根、緑の羽根 等） 

□４．社会福祉法人（共同募金会を除く） 

□５．政治団体、宗教法人 

□６．学校法人 

□７．共同募金会（赤い羽根） 

□８．日本赤十字社 

□９．その他の非営利法人 （例. 一般社団法人、一般財団法人、医療法人 等） 

□10．ふるさと納税等を通じて、都道府県・市町村 

□11．どこに寄附したかわからない 

□12．その他 

 

問９ 【問５で「１」の方にお聞きします】  

あなたが、平成 27年に寄附をしたのはどのような分野の団体等ですか。 

（✓はいくつでも可） 

□１．保健・医療・福祉 

□２．教育・研究 

□３．まちづくり・まちおこし  

□４．芸術・文化・スポーツ 

□５．自然・環境保全 

□６．災害救助支援 

□７．地域安全 

□８．人権・平和 

□９．国際協力・交流 

□10．子ども・青少年育成 

□11．その他 

 

問 10 【問５で「１」の方にお聞きします】  

      平成 27年にあなたが、寄附をした理由は何ですか。（✓はいくつでも可） 

 □１．社会の役に立ちたいと思ったから 

 □２．町内会・自治会の活動の一環として 

 □３．職場の取組の一環として 

 □４．知人や同僚などからの勧め 

 □５．自分や家族が関係している活動への支援 

□６．社会的に評価されるため 

□７．自分が抱えている社会問題の解決に必要だから 

□８．所得税が軽減される制度があるから 

□９．その他 

 

 

 



 

 

 

 

問 11 【問５で「１」の方にお聞きします】  

      平成 27年にあなたは、寄附金控除制度を利用しましたか。（✓は１つ） 

 □１．利用した         ⇒ 問 13へ 

 □２．利用しなかった   ⇒ 問 12 へ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 【問 11で「２」の方にお聞きします】  

平成 27年にあなたが、寄附金控除制度を利用しなかった一番の理由は何ですか。 

（✓は１つ） 

 □１．確定申告を行わなかったから 

 □２．制度を利用しても控除金額が少なかったから 

 □３．寄附先が寄附金控除制度の対象ではなかったから 

□４．寄附金控除制度について知らなかったから 

 □５．その他 

 

問 13 【全員の方にお聞きします】  

あなたが、寄附をするにあたり妨げとなることはありますか。（✓はいくつでも可） 

□１．寄附を行いたいが、十分な情報がないこと 

 □２．経済的な余裕がないこと 

 □３．寄附をしても、実際に役に立っていると思えないこと 

 □４．寄附先の団体・NPO 法人等に対する不信感があり、信頼度に欠けること 

 □５．寄附の手続がわかりにくいこと 

 □６．その他 

□７．特に妨げとなることはない 

 

問 14 【全員の方にお聞きします】  

寄附を行う場合、必要と考える情報は何ですか。（✓はいくつでも可） 

□１．寄附先の活動内容 

□２．寄附先の財務状況 

□３．寄附先の役員や職員に関する情報 

□４．寄附により期待される効果 

 寄附金控除制度とは 

個人が国や地方公共団体、特定公益増進法人などに対し寄附を行ったとき、一定

の条件を満たすと、所得控除を受けることが出来ます。これを寄附金控除と言いま

す。なお、政治活動に関する寄附金、認定 NPO 法人等に対する寄附金及び公益法人

等に対する寄附金のうち、一定のものについては、所得控除に代えて、税額控除を

選択することが出来ます。 



 

 

□５．寄附金により購入した商品・サービスの一覧表 

□６．寄附金控除制度が適用されるかどうか 

□７．その他 

Ⅳ NPO法人について  

問 15 【全員の方にお聞きします】 

    非営利活動を行う NPO 法人に対して関心はありますか。（✓は１つ） 

 □１．とても関心がある 

 □２．少し関心がある 

□３．あまり関心がない 

 □４．まったく関心がない 

 

問 16 【全員の方にお聞きします】 

NPO 法人のうち、一定の基準を満たすことができた法人については、認定・仮認定 NPO

法人となります。認定・仮認定 NPO 法人に寄附を行った場合は、所得税等が軽減される制

度を御存知ですか。また、平成 27年にその制度を利用しましたか。（✓は１つ） 

□１．知っていたし、平成 27年に利用した 

□２．知っていたが、平成 27年には利用しなかった 

□３．知らなかった 

  



 

 

Ⅴ 公益法人について  

問 17 【全員の方にお聞きします】  

非営利活動を行う公益法人に対して関心はありますか。（✓は１つ） 

 □１．とても関心がある 

 □２．少し関心がある 

□３．あまり関心がない 

 □４．まったく関心がない 

 

問 18 【問 17で「１」、「２」の方にお聞きします。】 

公益法人に関心を持ったきっかけは何ですか。（✓はいくつでも可） 

□１．法人のホームページを見たから 

□２．法人の会報・機関誌を見たから 

□３．家族や知人の紹介があったから 

□４．テレビや新聞等で法人の活動が紹介されていたから 

□５．街頭での寄附の募集があったから 

□６．法人からダイレクトメールをもらったから 

□７．法人主催のイベントに参加したから 

□８．その他 

 

問 19 【問 17で「１」、「２」の方にお聞きします。】 

公益法人は、金銭や様々な現物による寄附を受け入れています。あなたは、どのような寄

附をしたいと思いますか。（✓はいくつでも可） 

 □１．金銭による寄附をしたいと思う 

 □２．現物による寄附をしたいと思う 

 □３．寄附をしたいと思わない 

 

問 20 【問 19で「２」以外の方にお聞きします。】 

現物による寄附をしたいと思わなかった理由は何ですか。（✓はいくつでも可） 

□１．寄附できる現物を持っていないから 

□２．寄附先の公益法人が、寄附しようとした現物を受け入れていないから 

□３．寄附できる現物が寄附金控除の対象とならないから 

□４．現物による寄附が寄附金控除の対象となるか分からないから 

□５．現物による寄附の手続が面倒又は分からないため 

□６．現物による寄附ができることを知らなかったから 

□７．その他 

 

 

 

 

 『現物』の具体例 

 土地、美術品、書籍、古着、書き損じはがき等 

問 18 へ 

問 22 へ 



 

 

 

問 21 【問 17で「１」、「２」の方にお聞きします。】 

公益法人に寄附を行った場合は、税額が減額される様々な制度があります。どのような制

度を知っていますか。（✓はいくつでも可） 

□１．金銭による寄附をした場合の所得税に関する優遇制度（所得控除） 

□２．金銭による寄附をした場合の所得税に関する優遇制度（税額控除） 

□３．一定の現物（土地や建物）による寄附をした場合の譲渡所得課税に関する優遇制度 

（みなし譲渡所得課税の非課税） 

□４．相続財産の寄附をした場合の相続税に関する優遇制度 

□５．知っているものはない 

 

 みなし譲渡所得課税とは 

個人が、土地や建物などの資産を法人に寄附した場合に、当該資産の取得時か

ら寄附時までの値上がり益に対して課税される所得税のことをいいます。 

 

問 22 【全員の方にお聞きします。】 

公益法人に対する寄附について、御意見があれば御記載ください（自由記述）。 

 

 

 

 

 

 

 

調査はこれで終了です。長時間、ありがとうございました。 

  

 




